








川崎病の病因は未だ明らかではないが,その多くの症例において,心血管系の異常が認めら

れ,臨床的にも大 

きな関心が持たれている。村田 1)2)は,川崎病患児から分離された C.albicans の菌体成分

をマウスの腹腔内に接種することによって,冠状動脈を中心とした動脈炎を惹起せしめる

ことに成功し,さらに,これらの動脈炎が川崎病患児の剖検例にみられる血管病変の組織像

と極めて類似することを明らかにしてきた。 


